
警察署協議会議事概要

協議会名 神奈川県藤沢警察署協議会

日 時 令和５年５月18日（木）午後２時から午後４時40分までの間

場 所 神奈川県藤沢警察署

出 席 者
１ 協議会側

飯田 高史 市川 洋 平山 勝徳 前原 篤 亀井 勝一郎

橋本 美知子 糟谷 元二郎 曽我 壽裕 長谷川マリ 和田江理佳 計10人

２ 警察署側

署長 阿部 勇 副署長 山口 浩二 地域担当次長 河野 隆史 刑事担当次長兼生活安全担当

次長 市川 哲也 会計担当次長 内海 洋将 調査官 苅部 信行 交通課長 小野 元貴

生活安全課長 橋本 崇 刑事第一課長 飯山 哲男 警備課長 田中 英之

留置管理課長 中山 武志 計11人

議事要旨 警察署協議会からの答申等に対する措置結果の説明

１ 諮問

自転車盗の防止対策

２ 答申

(1) 自転車のマナーアップ研修会、キャンペーン等の開催

(2) ポスターの作成（貼付）

(3) 犯罪意識の醸成

(4) 駐輪場等の整備

(5) 盗難防止対策（システムの構築）

３ 措置結果

（1）３月21日に藤沢駅前において、「駅前防災防犯キャンプふじさわ」に参加し、自転車の盗

難防止や特殊詐欺防止などの広報啓発活動及び同種チラシの配布等も行い、広報啓発活動

を実施した。

（2）４月１日、２日に辻堂駅北口で開催された「辻堂フェスティバル」に参加し、自転車の盗

難防止や特殊詐欺防止などの広報啓発活動及び同種チラシを配布し、広報啓発活動を実施し

た。

(3) 警察本部が主体として、辻堂駅周辺における大型商業施設に対する自転車盗難のＡＩ分析

を昨年12月から今年２月末まで実施し、現在その結果の解析中で、この解析結果により、今

後の自転車盗難防止に活用していく予定となる。

(4) 当署スクールサポーターによる防犯講話を、小学生に対して自転車の盗難防止を含めて実

施している。

諮問

自転車乗車時におけるヘルメットの着用について

答申

〇 将来に向けて、子供達への教育をする。

〇 大人には事故時の写真などを見せて悲惨さを思い知らせる。

〇 普及させるためには、ヘルメットを着用するよう声掛けを行い普及させるようにする。

〇 自転車を降りた時の保管場所の整備が必要でないか。



業務報告

前四半期（令和５年１月から３月まで）の業務推進結果及び今四半期（令和５年４月から６月

まで）の業務推進重点について事前に協議会委員へ資料を配布して、説明をした。

視察

備 考 当署直轄警察隊による警備訓練署長査閲の視察を行った。

視察後の警察署協議会からの意見

・普段からの厳しい訓練の成果が伝わってきました。

・大変な訓練に頭の下がる思いです。

・普段見ることのできない貴重な時間でした。


